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テーマＡ 【小学校 算数】 

伊万里市立松浦小学校 教諭 中島 淳一 

 

本研究は，数学的に考え，表現する力を育成するために，問題解決の学習過程において，考えた

ことを表現し，交流し，振り返る算数的活動を取り入れた学習指導の在り方を探っていくものであ

る。見通す段階で，見通しの手引きにより方略を与え，方略をふきだしに書いて表現させ，見通し

たことを相互交流させる活動と，まとめる段階で，方略の有効性を中心に思考過程を振り返る算数

日記を書かせる活動を通して，児童の思考過程の自覚を促したことにより，児童は方略を獲得し，

メタ認知が強化され，筋道を立てて考え，表現できるようになった。 

 

〈キーワード〉 ①見通しの手引き  ②ふきだし  ③算数日記  ④方略  ⑤メタ認知 

 

１ 研究の目標 

  数学的に考え，表現する力を育成するために，問題解決の学習過程において，考えたことを表現し，

交流し，振り返る算数的活動を取り入れた学習指導の在り方を探る。 

 

２ 目標設定の趣旨 

小学校学習指導要領の算数科の目標には，「日常の事象について見通しをもち筋道を立てて考え，表

現する能力を育てるとともに，算数的活動の楽しさや数理的な処理のよさに気付き，進んで生活や学

習に活用しようとする態度を育てる」(1)とある。学習指導要領の改訂で目標に表現する能力の育成が

加えられており，考える能力と表現する能力は互いに補完し合う関係にあると言える。そこで，考え

る能力を育成するには思考過程を自他に理解できるように表現する能力も同時に育成しなければなら

ないと考える。 

県内の児童の実態を平成26年度佐賀県小・中学校学習状況調査［１２月調査］で見てみると，数学

的な考え方の評価の観点で，小学６年生において「おおむね達成」の到達基準を12.1ポイント下回っ

ていた。調査結果の分析から，既習事項を基にして問題を解決する力や解決に至った思考過程を図，

式，言葉を使って筋道を立てて考え，表現する力などに課題が見られた。 

国立教育政策研究所の報告書の中で提案されている「21世紀型能力」の「思考力」の構成要素とし

て，「メタ認知」が挙げられている。報告書によると「メタ認知」とは「自らの学習の遂行状況を成果

基準に照らしてモニターし制御する思考力である」(2)としている。ジョン・ダンロスキーは，「知能は

重要ではあるが，メタ認知技能も学生の学業達成に役立っているのである」(3)と述べている。このこ

とから，思考力をメタ認知モデルで捉えることが有用だと考えられる。これまでの私の算数科の授業

実践を振り返ると，問題を自力解決できるようにすることが指導の中心となっていて，見通しの立て

方を発表させたり，問題解決に至った思考過程を振り返らせたりするなどメタ認知を強化するような

活動が十分でなかった。児童が既習事項を基に見通しを立て，自分の考えを表現し合う中で互いの考

えを補完し合い，思考過程を振り返ることで，学習の遂行状況をモニターし制御する思考力が育成さ

れると考える。 

そこで，本研究では研究テーマ，研究課題を受け，問題解決の学習過程において，考えたことを表

現し，交流し，振り返る算数的活動を通して，思考過程を自覚させメタ認知を強化することで，数学

的に考え，表現する力を育成することができると考え，本目標を設定した。 

 

 

 

 要   旨  



32 

 

３ 研究の仮説 

  見通す段階で，見通しの手引きを基に見通しを立て，相互交流によりお互いの考えを表現し合う活

動と，まとめる段階で，見通しを中心に思考過程を振り返る算数日記を書く活動を通して，児童の思

考過程の自覚を促せば，メタ認知が強化され，筋道を立てて考え，表現する力が育成できるであろう。 

 

４ 研究方法 

(1) 数学的に考え，表現する力を育成する学習指導，メタ認知や発達の最近接領域に関する先行研究

や文献等を基にした理論研究 

(2) 質問紙による意識調査及びワークシートの記述の分析と行動観察による児童のメタ認知と筋道を

立てて考え，表現する力の変容の分析 

(3) 検証授業を通した，手立ての有効性の考察及び仮説の検証 

 

５ 研究内容 

(1) 数学的に考え，表現する力の育成を図るための指導法の研究を行い，メタ認知を強化する有効な

手立てを明らかにする。 

(2) 質問紙による意識調査及びワークシートの記述の分析と行動観察により，児童のメタ認知と筋道

を立てて考え，表現する力の変容を分析及び考察する。 

(3) ６年生の単元「およその形と大きさ」（３時間），「割合を使って」（３時間）において授業実践を

行い，仮説を検証する。 

 

６ 研究の実際 

(1) 文献等による理論研究 

国立教育政策研究所の報告書の中で提案されている「21 世紀型能力」の「思考力」の構成要素と

して，「メタ認知」が挙げられている。「メタ認知」とは，自らの学習の遂行状況を成果基準に照ら

してモニターしコントロールする思考力である。メタ認知を強化することで，その時の学習課題の

解決だけにとどまらず，その後の問題解決においてもメタ認知を働かせることができると考える。

小学校学習指導要領の算数科の目標で示されている「見通しをもち筋道を立てて考える」とは，ど

のような方法で解決するのかを既習事項を基にメタ認知を働かせながら根拠を明らかにして考える

ことであると言える。 

図１は本研究におけるメタ認知強化モデルである。重松敬一はメタ認知をメタ認知的知識とメタ

認知的技能に分けて定義している。「メタ認知的知識とは，認知作用の状態を判断するために蓄えら

れた環境，課題，自己，方略についての知

識である。特に，方略に関するメタ知識は，

認知作用を促進する。メタ認知的技能とは，

メタ認知的知識に照らして認知作用を直接

的に調整するモニター，自己評価，コント

ロールの技能である。認知活動を行う際に

はメタ認知的知識とメタ認知的技能が関連

し作用している」(4)と述べている。また，

塚野弘明はメタ認知と思考力について「メ

タ認知は，認知についての認知を意味し，

自分の思考をモニタリングし，コントロー
図１ メタ認知強化モデル 
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ルする機能をもち，10 歳ごろから芽生え始め，次第に自己の認知をコントロールできるようになる

とされている。まさしく，ヴィゴツキーが自覚性，随意性といった問題に対応する」(5)と述べてい

る。すなわち，メタ認知におけるモニターは，思考力における自覚と対応している。以上のことか

ら，問題解決の学習過程において児童に方略を与え，認知を促せば，思考過程を自覚できるように

なり，さらに，問題解決後に方略の有効性を中心に思考過程を自覚させることで方略を獲得できる

と考える。思考過程の自覚と方略の獲得によりメタ認知は強化される。その手立てとして，見通す

段階で，見通しの手引きとふきだしと相互交流を用い，まとめる段階で，算数日記を用いる。 

(2) 研究の構想 

ア 筋道を立てて考え，表現する力を育成する算数の学習過程 

見通す段階で，方略に沿った見通しを立

てさせるために，見通しの手引きを基に見

通しを立てさせる。問題解決に結び付く方

略をふきだしに書かせることで，考えたこ

とを表現させる。さらに方略を書いたふき

だしを用いて相互交流させる。練り合う段

階では，見通す段階で書いたふきだしと自

力解決で導き出した図や式を関連付けて考

えさせることにより，思考過程を表現させ

る。まとめる段階では，算数日記を書かせ

ることで，思考過程を振り返らせる。この

ような活動を通して，児童は自分の思考過

程を自覚し，更に問題解決に有効だった見通しを方略として獲得することにより，メタ認知が強

化され，筋道を立てて考え，表現する力が育成できると考える（図２）。 

イ 実践化への手立て 

(ｱ) 見通しの手引きを基に見通しを立てる活動 

方略を与え，認知を促す手立てとして，見通す

段階で，見通しの手引きを基に見通しを立てさせ

る。見通しの手引きには，見通しを立てるための

手順と方略の例が示してある（資料１）。問題文の

数字や大事な言葉を手掛かりにイメージを広げて，

何算を使うのか，どんな図を描けば良いのかなど，

問題解決の見通しを立てさせる。立てた見通しを

ふきだしに書かせることで，考えたことを表現さ

せる。 

(ｲ) 相互交流によりお互いの考えを表現し合う活動 

思考過程の自覚を促す手立てとして，見通す段

階で，相互交流をさせる。ふきだしに書いた見通

しを隣の児童と相互交流し，さらに掲示用のふき

だしカードに書いて発表させ，クラス全体で思考

を補完させる（次頁資料２）。友達のふきだしで問

題解決に結び付きそうなものは自分のワークシー

トに赤で書き加えさせる。 

図２ 筋道を立てて考え，表現する力を育成す

る算数の学習過程 

資料１ 見通しの手引き 
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(ｳ) 思考過程を振り返る算数日記を書く活動 

方略の有効性を中心に思考過程を自覚させる手立

てとして，まとめる段階で，算数日記を書かせる。児

童には，自己評価ができるように，書くときの視点を

示しておく。「１．気付いたこと，わかったこと」は，

思考過程の自覚に関する記述，「２．このふきだしは

これからも使えそう」と「３．友達のふきだしの良か

ったところ」は，ふきだしに書かれた方略の有効性に

関する記述，「４．やってみたいこと」は，本時で学習した内容の活用に関する記述をねらって

設定している。記入後，算数日記の内容を数名の児童の発表を基に交流させる。授業後，算数

日記には教師が方略の獲得を促すコメントを加えて支援する。 

(3) 検証の視点 

次の３つの点について，手立ての有効性を分析し，考察する。 

【検証の視点Ⅰ】実践化した手立ては，児童の算数の問題解決における方略に関する意識を高める

ことに有効であったか 

【検証の視点Ⅱ】見通す段階で，見通しの手引きを基に見通しを立て，相互交流によりお互いの考

えを表現し合う活動は，児童の思考過程の自覚を促し，練り合う段階で，ふきだ

しと図や式を関連付けて考えさせるのに有効であったか 

【検証の視点Ⅲ】まとめる段階で，方略の有効性を中心に思考過程を自覚する算数日記を書く活動

は，メタ認知を強化し，筋道を立てて考え，表現する力の育成に有効であったか 

(4) 検証授業の指導計画について 

所属校の第６学年児童 18 名を対象に，単元「およその形と大きさ」（全３時間），「割合を使って」

（全３時間）で授業実践を行い，仮説を検証した。指導計画は下に示している（表１）。 

単元名 学習活動 時 実施日 

およその形と

大きさ 

（全３時間） 

○琵琶湖と淡路島の形を大まかに捉え，その

およその面積を求める。 

第１時 

検証授業①（１／３） 
11 月 17 日 

○プールと水槽の形を大まかに捉え，そのお

よその体積を求める。 

第２時 

検証授業①（２／３） 
11 月 18 日 

○屋久島とロールケーキの形を大まかに捉

え，そのおよその面積や体積を求める。 

第３時 

検証授業①（３／３） 
11 月 19 日 

割合を使って 

（全３時間） 

○全体を１として，部分の割合を考えて，問

題を解決する。 

第１時 

検証授業②（１／３） 
１月 21 日 

○全体を１として，割合の和を考えて，問題

を解決する。 

第２時 

検証授業②（２／３） 
１月 26 日 

○全体を１として，割合の積を考えて，問題

を解決する。 

第３時 

検証授業②（３／３） 
１月 27 日 

(5) 検証と考察 

ア 【検証の視点Ⅰ】実践化した手立ては，児童の算数の問題解決における方略に関する意識を高

めることに有効であったか 

    検証授業前後の学級全体の児童の方略に関する意識の変容を，意識調査の結果を基に分析する。

対象学級の児童を実態調査の結果を基に方略に関する意識が高い児童から方略意識高群，中群，

低群に分け，意識の変容を分析する。次のような計画で児童の算数の問題解決における方略に関

する意識調査を行った（次頁表２）。 

表１ 検証授業の指導計画と実施日 

資料２ ふきだしカード 
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調査名 目的 実施日 

実態調査 対象児童の実態把握と質問紙の妥当性と信頼性を分析するため。 ６月 22 日 

事前調査 
実態調査との比較を行い，児童の意識を詳細に把握し，更に事後調

査①との比較を行うため。 
10 月 28 日 

事後調査① 

（検証授業①後） 

検証授業①前後での児童の意識の変容を分析し，手立ての有効性を

検証するため。 
11 月 19 日 

中間調査 事後調査①との比較を行い，効果の持続性を分析するため。 12 月 24 日 

事後調査② 

（検証授業②後） 

検証授業②前後での児童の意識の変容と，検証授業①と検証授業②

の単元の違いにおける手立ての有効性を分析するため。 
１月 27 日 

児童の算数の問題解決における方略に関する意

識を測定するために質問紙を作成し，「算数意識調

査」という名称とした（資料３）。本意識調査は全

部で 20 項目からなる。意識調査の１～９の項目は

「つかむ」「見通す」の段階で児童が利用すべき方

略であり，１～７の項目は見通しの手引きを用い

て方略を与える。８と９の項目は主に相互交流で

利用すべき方略である。19 と 20 の項目は「まと

める」の段階で児童が利用すべき方略であり，算

数日記を書かせることで方略に関する意識を高め

る。これら 20 項目の方略の獲得が算数の問題解決

において重要だと考え，各項目における児童の意

識を測定の対象とした。 

 回答は，各項目の内容が自分自身にどの程度あ

てはまるかを「あてはまる」，「ややあてはまる」，

「どちらともいえない」，「ややあてはまらない」，

「あてはまらない」の５件法によって評定させる。

採点方法は，順に５点，４点，３点，２点，１点

とし，20 項目の合計得点が方略意識得点となる。

すなわち，合計得点は 20 点から 100 点までの範囲

に分布する。 

実態調査（６月実施）の結果，方略意識得点と

佐賀県小・中学校学習状況調査［４月調査］の算

数科の正答率との間に正の相関（相関係数 0.549，

有意水準５％）が見られた(図３)。このことから，

算数の問題解決における方略に関する意識が高い

児童ほど学習状況調査の正答率が高いと言える。

方略の獲得によるメタ認知の強化は，算数科の目

標である筋道を立てて考え，表現する力の育成と

関連していると考えられる。 

意識調査の方略意識得点の平均値の推移を分析 

表２ 質問紙による意識調査の計画と実施日 

資料３ 算数意識調査 

図３ 方略意識と学習状況調査との相関 
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した。実態調査と事前調査を比較すると，学級

全体の方略意識得点の平均値が下がり，20 項目

中 19 項目で得点が減少していた（図４，表３）。

これは，児童の心的成長に伴い，自己評価がよ

り客観的になったことと，メタ認知理論におけ

る方略の産出欠如のためだと考えられる。産出

欠如とは有効な方略を知っていても実際に使用

しないという状態である。方略の産出欠如につ

いて三宮真智子は「原因は，学習者自身がその

方略の有効性を実感していないことである。方

略に対する有効性の認知は，方略に関するメタ

認知的知識の一部ととらえられ，方略使用に影

響する重要な要因と考えられている。ただし，

単なる知識としてではなく，深い実感を伴って

いることが重要であろう」(6)と述べている。す

なわち，方略の有効性を実感しないと方略に関

する意識が低くなると考えられる。 

検証授業①の前後の意識調査を比較すると

20項目中 14項目で得点が増加していた（表３）。

「つかむ」「見通す」「まとめる」の段階におい

て，手立てによって方略の利用を促した項目の

ほとんどで得点が増加していた。検証授業②の

前後の意識調査の比較においてもほぼ同様の傾

向が見られた。ただ，「６．図を描いて考えよう

としている」の項目は検証授業①と②の前後で

は異なる傾向が見られた（表３）。検証授業①の

事後では６ポイント減少していたのに対し，検証授業②の事後では４ポイント増加していた。これは，

検証授業①の単元「およその形と大きさ」では，図を描いて考えるという方略の有効性を認める場面

が少なかったのに対して，検証授業②の単元「割合を使って」では，線分図や関係図を描くことが自

力解決に有効であったため，図を描いて考える方略の有効性を実感し，利用する意識が高まったため

だと考えられる。このような傾向は，学級全体，方略意識高群，中群，低群で同様に見られた（図４）。

児童の実態に関わらず算数の問題解決における方略に関する意識は高まったと考えられる。 

イ 【検証の視点Ⅱ】見通す段階で，見通しの手引きを基に見通しを立て，相互交流によりお互いの考

えを表現し合う活動は，児童の思考過程の自覚を促し，練り合う段階で，ふきだ

しと図や式を関連付けて考えさせるのに有効であったか 

検証授業①と②における学級全体のワークシートの記述の内容を分析する。 

検証授業①と②を通して，ふきだしに方略を１つも書けなかった児童はいなかった。１人当たり問

題１問につき３つ以上のふきだしが書けていた（次頁図５）。このことから，見通しの手引きが方略に

沿って見通しを立てさせることに有効であったと考えられる。見通しの手引きによって，児童は直接

問題解決には結び付かないかもしれないが，自分なりの見通しをもって相互交流に臨むことができて

いた。更に相互交流では友達のふきだしを取り入れていた（次頁図５）。ふきだしに方略を書いて表現

し合うことで思考の補完が行われたと考えられる。特に，検証授業②において，友達のふきだしを多 

図４ 方略意識得点の平均値の推移 

表３ 方略の項目ごとの得点率 
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く取り入れていた。理由として，検証授業②の問

題の難易度が高かったことで，解決の見通しを立

てるために友達の方略を多く必要としたことが考

えられる。検証授業①と②の両方の単元において，

学習が進むにつれて，自分で考えたふきだしに占

める問題解決に有効なふきだしの割合が増加して

いた（表４）。これは，児童が見通しの手引きで与

えた方略と相互交流で友達から取り入れた方略の

有効性を算数日記に書くことで自覚することがで

きたために問題解決に有効な方略を産出できるよ

うになったからだと考えられる。 

検証授業②において，ふきだしと図や式を矢印

で関連付けることができていた児童は，第１時は

17％（３名），第２時は 61％ (11 名)，第３時は

78％（14 名）であった（図６）。特に，第３時に

おいては，ワークシートに立式の根拠を書いてい

た児童が 61％（11 名）いた。学習が進むにつれ，

根拠を明らかにしてふきだしと図や式を関連付け

ることができるようになっていたことが分かる。 

 検証授業②の第３時における抽出児のワークシ

ートの記述の具体的な内容を基に分析する。 

資料４は検証授業②の第３

時のＡ児（方略意識高群）のワ

ークシートである。Ａ児は，見

通す段階で見通しの手引きを基

に，ふきだしに方略を７つ書い

ていた（資料４の   ）。その

後，学級全体の相互交流で「広

場の１／10 が砂場だね。だから

広場×１／10 で砂場の面積が

求められるね」という自分の考

えをふきだしカードに書いて発

表している（資料４の   ）。

さらに友達の考えたふきだしを

自分のワークシートに書き加えている（資料４の   ）。自力解決時には，自分の考えた「全体の面積

の２／５が広場だから 1000×２／５だね」，「広場の１／10 が砂場だね。だから広場×１／10 で砂場の

面積が求められるね」というふきだしを基に，まず，広場の面積を求めてから，砂場の面積を求めると

いうように順々に考えて解決している。その後，相互交流のときに書き加えたふきだしを基に，砂場の

面積が全体のどれだけに当たるかを求めて，まとめて考えて解決している。 

このことから，見通す段階で自分の考えた方略を基に自力解決をし，相互交流時に取り入れた友達の

方略を基に思考を補完し，矢印でふきだしと２つの解き方の式を関連付けて表現することができたと考

えられる。 

図５ ふきだしの内容と個数（学級全体） 

図６ ふきだしと図と式をかけた児童の割合 

（検証授業②） 

資料４ Ａ児（方略意識高群）のワークシート（②第３時） 

表４ 問題解決に有効なふきだしの割合 
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  資料５は検証授業

②の第３時のＢ児

（方略意識低群）の

ワークシートである。

Ｂ児は，見通す段階

で見通しの手引きを

基に，ふきだしに方

略を３つ書いていた。

しかし，うち２つの

ふきだしには誤った

方略を書いており，

残りの１つのふきだ

しの方略も直接問題

解決に結び付くもの

ではなかった。（資料

５の  ）。その後，学級全体の相互交流のときにＡ児のふきだしカードを用いた「広場の１／10 が

砂場だね。だから広場×１／10 で砂場の面積が求められるね」という発表を聞き，自分の方略の誤り

に気付き，方略を修正している。そのことがＢ児自身のワークシートにＡ児のふきだしをかき加えて

いることから分かる（資料５の   ）。さらに，他の児童が発表したふきだしとそれを基に描いた関

係図から，まず，広場の面積を求めてから，砂場の面積を求めるというように順々に考えて解決でき

ている（資料５の   ）。 

このことから，問題解決における方略に関する意識が低く見通す段階で自分の考えた方略が誤って

いる児童も，相互交流をすることで思考の補完が行われ，誤った方略を修正し，正しい見通しをもつ

ことができたと考えられる。そのことによりＢ児は自力解決に至り，矢印でふきだしと関係図や式を

関連付けて表現できたと考えられる。 

以上のようなことから，見通しの手引きにより方略を与え，認知を促し，方略をふきだしに書かせ

て相互交流させたことが児童の思考過程の自覚を促し，ふきだしと図や式を関連付けて考えさせるの

に有効であったと考えられる。 

ウ 【検証の視点Ⅲ】まとめる段階で，方略の有効性を中心に思考過程を自覚する算数日記を書く活動

は，メタ認知を強化し，筋道を立てて考え，表現する力の育成に有効であったか 

検証授業①と②における学級全体の算数日記と検証授業②の適用問題の記述の内容を分析する。 

検証授業①と②を通して，まとめる段

階で，ふきだしに書かれた方略の有効性

を算数日記に記述できていた（図７，次

頁資料６）。検証授業①と検証授業②のグ

ラフを比較すると，単元の最初では，算

数日記に問題解決に結び付いた方略の有

効性に関する記述が多く見られるが，学

習が進むに従って，問題解決に至る思考

過程の自覚に関する記述が増えているこ

とが共通の傾向として見られる（図７，

次頁資料６）。 図７ 算数日記の内容と個数（学級全体） 

資料５ Ｂ児（方略意識低群）のワークシート（第３時） 
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図８のグラフは検証授業②の第１時から第

３時の適用問題において，「問題解決につな

がるふきだし，図，式がかけているか」，「ふ

きだしと図や式の関連付けができているか」

を調べたものである。学習が進むにつれ，図

を描けるようになり，ふきだしと図や式を関

連付けることができるようになっていること

が分かる。 

以上のことから，児童が単元の最初におい

ては，ふきだしに書いた方略が問題解決に結

び付いたのかという方略の有効性が振り返り

の中心になっていたのが，学習が進むに従っ

て，方略が問題解決にどのように結び付いて

いるのか，どのような思考過程で問題解決が

できたかというように，問題解決に至る思考

過程の自覚ができるようになったことが分か

る。方略の有効性に焦点を当てて学習を振り

返る中で，モニターに関するメタ認知的技能

が向上し，問題解決の思考過程を自覚できる

ようになり，適用問題においても，自分の考えたふきだしと図や式を関連付けて表現することができる

ようになったと考えられる。 

検証授業②の第１時から第３時における抽出児の適用問題の記述の具体的な内容を分析する。 

資料７は，検証授業②の第２時と第３時

のＤ児（方略意識低群）の適用問題の記述

である。Ｄ児は第１時の算数日記に「全体

を１として考えるのはこれからもつかえそ

う」と書いている。しかし，適用問題では

ふきだしを２つ書いているが，問題解決に

結び付くものではなく，図も式もかけてい

なかった。第２時においては，学習を振り

返り，算数日記に「今日も全体を１として

考えるがつかわれていたからこれからもい

ろんな問題でつかえると思う」と思考過程

を自覚した記述が見られた。第２時の適用

問題では，問題解決に結び付くふきだしが

２つ書けており，それにより立式し，自力

解決に至り，正答している。第３時の算数

日記には「自分は今日まあまあふきだしが

かけていた」という記述が見られた。この

記述から，Ｄ児が獲得した方略をふきだし

に書くことができるようになったことが分

かる。さらに「算数のとき分からないとき 

図８ 適用問題において，ふきだしと図や式をかけ

た児童の割合（検証授業②） 

資料７ Ｄ児（方略意識低群）の適用問題の記述 

資料６ Ｃ児（方略意識高群）の算数日記 
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はふきだしを頭の中でうかばせようと思う」とふきだしに方略を書いて問題解決に利用すること

が有効であることを認める記述が見られた。第３時の適用問題では，問題解決に結び付くふきだ

しが２つと関係図と式がかけており，答えも正答であった。矢印でふきだしと関係図の関連付け

もできていた。 

このことから，問題解決における方略に関する意識が低く適用問題において見通しをもつこと

ができなかった児童も，算数日記で方略の有効性を中心に思考過程を自覚させたことにより，問

題解決に有効だった方略を獲得できたと考えられる。それにより，適用問題において，見通しを

もち，ふきだしと図や式を関連付けて考え，表現することができるようになったと考えられる。 

以上のようなことから，まとめる段階で，方略の有効性を中心に思考過程を自覚させる算数日

記を書く活動は，メタ認知を強化し，適用問題においても，筋道を立てて考え，表現させること

に有効であったと考えられる。 

 

７ 研究のまとめと今後の課題 

(1) 研究のまとめ 

・見通しの手引きにより方略を与え，方略をふきだしにして表現させ，相互交流をさせたことが児

童の思考過程の自覚を促し，ふきだしと図や式を関連付けて考えさせるのに有効であった。 

・算数日記によって，方略の有効性を中心に思考過程を振り返らせたことにより，児童が問題解決

に有効だった方略を獲得し，メタ認知が強化され，筋道を立てて考え，表現することができるよ

うになった。 

(2) 今後の課題 

今回の研究では，第６学年の「Ｂ量と測定」「Ｄ数量関係」の領域で検証授業を行った。今後は他

領域や他学年でも仮説の手立てが有効かどうかを検証していく必要がある。 
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